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 調理実習では、生地を作る・焼く・盛り付ける・食べ

る・片付けるとたくさんの工程がありましたが、役割分

担をしながら、時間を上手く使っていました。 

自分達で作ったおやつは、少し焦げていても、お昼ご

飯の後でも、みんな残さずに食べていました。 

パンケーキは添えるものを変えるだけで、おやつに

なったり、朝食になるので、家でも作ってみてください。 

 来年１月に、にんべんの「かつお節体験教室」があり

ます。かつお節から取るだしで、うま味を体験してくだ

さい。 

    

 ①薄力粉・コー

ンスターチ・ベー

キングパウダー・

砂糖・塩を泡だて

器でよく混ぜる。 

 ② 別のボウルで卵・牛乳・サラダ

油をよく混ぜる。①の粉を２回くらい

に分けて、加え混ぜる。 

③フライパンで焼く。 ④フルーツを切って盛り付ける。 

 

  おやつと離乳食を試食 
  授業の中で、おやつと離乳食 

を試食し、歯の生えていない赤ち 

ゃんが食べられる、食感や味を 

体験しました。 

味が無く「こんなの食べられるの 

？」や「意外と食べられる。」と 

感想は様々でした。 

  新生児の抱き方実習 
 生後まもない赤ちゃんと同じ大 

きさの赤ちゃん人形で、新生児の 

抱き方実習をしました。  

今までに、赤ちゃんを抱っこした 

ことがない人は、クラスで約１０人 

でした。クラスの全員に赤ちゃん 

人形を抱っこしてもらうと「思って 

いたより重い。」や「柔らかかった 

。」と見た目では感じられない、体 

験が出来たと思います。 

実際に、赤ちゃんを抱っこする機 

会があれば、やさしく抱っこして 

あげてくださいね。 

   中学３年生は調理実習で幼児のおやつ 

  「パンケーキのフルーツ添え」を作りました。 
 ２学期は保育の学習の中で、幼児のからだの発達、幼児の 

生活と食事、幼児のおやつを学びました。 

 幼児は、胃が小さく一度にたくさんの量を摂取することがで 

きませんが、多くの栄養を必要とするため、朝食・昼食・夕食 

では取りきれない栄養を補うものとして、おやつを食べていま 

す。甘いお菓子類に偏ることなく、様々な栄養素が取れるよう 

に工夫しましょう。 

  

 ２枚目からは、フライパ

ンを濡れ布巾で、冷やし

てから、焼きましょう。 

 食べたら後片付けも、 

 忘れずに・・・。 

 食べるのがもったいない、かわいい

お顔が出来ました。 

幼児のおやつにぴったりですね！ 

みんなで美味しく食べました。    

 試食をした 

白身魚とポテトのクリーム煮       


